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47中澤ら：ダイズ新品種「ことゆたか」の育成
第１表　「ことゆたか」の育成経過
年次（年） 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005
世代 交配 Ｆ1 Ｆ2 Ｆ3 Ｆ4 Ｆ5 Ｆ6 Ｆ7 Ｆ8 Ｆ9 Ｆ10 Ｆ11 Ｆ12 Ｆ13 Ｆ14 Ｆ15 Ｆ16 Ｆ17
供　系統群数 76花 33 27 10 2 1 1 1 1 1 1 1 1
　　系統数 22莢 80 165 135 50 10 5 5 5 5 5 5 5 5
試　個体数 39粒 39 1267 600 1600 1200 2475 675 750 150 75 75 75 75 75 75 75 75
選　系統群数 27 10 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1
　　系統数 33 27 10 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1




















































1 13 8.13 10.18 44.5 5.5 12.4 13.6 1.0 7.7 3.7 1.3 35.6 21.8 1.8 8.2
② 13 8.13 10.18 44.8 3.9 8.6 13.7 0.9 6.2 3.5 1.2 33.9 22.4 0.9 4.1
3 11 8.13 10.18 40.4 4.9 12.0 12.5 1.1 9.0 3.1 0.8 26.9 26.5 2.6 9.8
4 12 8.13 10.18 41.9 1.9 4.5 13.0 1.2 9.3 4.1 0.9 22.0 23.0 1.7 7.3
5 12 8.13 10.18 41.4 2.8 6.7 13.4 0.7 5.0 4.0 1.3 33.7 23.5 1.4 6.0
系統平均 8.13 10.18 42.6 3.8 8.8 13.2 1.0 7.4 3.7 1.1 30.4 23.4 1.7 7.1
系統間変異係数 ％ 4.6 3.7 10.9 7.8
サチユタカ
1 12 8.13 10.18 42.8 3.4 8.0 13.0 1.2 9.3 3.8 1.2 31.1 26.0 2.5 9.8
2 13 8.13 10.18 46.2 5.4 11.8 13.3 1.0 7.8 2.8 1.1 37.5 24.7 1.9 7.9
3 12 8.13 10.18 42.8 3.7 8.8 12.8 1.3 9.9 3.8 1.0 25.7 24.2 1.5 6.2
4 11 8.13 10.18 42.6 4.2 10.0 13.6 0.8 5.9 4.1 0.8 20.3 25.0 2.4 9.8
5 12 8.13 10.18 45.0 3.5 7.7 13.7 0.8 5.7 3.3 0.7 19.5 26.4 2.4 9.1
系統平均 8.13 10.18 43.9 4.0 9.3 13.3 1.0 7.7 3.6 1.0 26.8 25.3 2.1 8.6
































































ことゆたか 紫 卵形 紫 密 中 白 短 少 中 有限 中 中 黄 扁球 中 黄白 黄
サチユタカ 紫 卵形 紫 密 中 白 短 少 中 有限 中 やや大 黄 球 中 黄白 黄
タマホマレ 紫 卵形 紫 中 直 白 短 少 中 有限 中 中 黄 球 中 黄 黄




















ことゆたか 中の晩 中の晩 中間型 易 強 中 やや強 中 弱 弱
サチユタカ 中の晩 中の晩 中間型 易 強 中 強 やや強 弱 弱
タマホマレ 中 中の晩 中間型 中 強 中 中 中 極弱 －








ことゆたか 高 中 全有 微 中の上
サチユタカ 高 中 全有 中 中の上
タマホマレ やや低 やや高 全有 少 中の上
フクユタカ 　高＊ 中 　全有＊ 少 中の上
注１）審査基準国際統一委託事業調査報告書（平成16年３月）による。原則として育成地での調査に基づいて分類。
　２）＊印は当該特性について暖地での標準品種となっていることを示す。












































































































































（西暦）（月．日） （㎝） （本）（㎝） （㎏／ a） （％）（g）
ことゆたか 1999 8.13 10.15 59 14.0 2.3 23.5 多 無 無 54.9 23.3 90 22.0 微 無 微 微 中中
2000 8.11 10.24 46 12.9 3.3 13.5 無 無 無 73.1 39.1 92 31.4 微 無 微 微 上下
2001 8.10 10.23 56 14.0 3.3 18.8 無 微 無 85.2 40.9 85 30.0 微 無 微 微 上下
2002 8.08 10.20 53 13.7 2.3 15.3 無 無 無 76.0 37.6 92 30.4 微 無 無 中 中中
2003 8.17 10.19 60 13.8 2.7 17.7 無 無 無 64.1 29.6 72 25.8 微 無 無 微 中上
2004 8.12 10.19 41 13.2 5.4 10.6 多 無 無 38.4 13.2 75 24.0 無 無 無 微 中中
2005 8.12 10.19 55 13.3 3.0 16.3 無 無 無 57.6 27.0 87 26.1 無 無 少 微 中上
平均 8.12 10.20 53 13.6 3.2 16.5 微 無 無 64.2 30.1 85 27.1 微 無 微 微 中上
平均＊ 8.12 10.21 54 13.5 2.9 16.3 無 無 無 71.2 34.8 85 28.7 微 無 微 微 中上
サチユタカ
　（標準）
1999 8.13 10.16 52 13.0 2.2 22.7 多 無 無 55.8 26.0 100 23.6 微 無 無 微 中中
2000 8.10 10.21 47 12.6 3.0 17.4 無 無 無 77.5 42.5 100 33.0 無 無 無 少 中上
2001 8.09 10.21 51 13.1 3.7 17.0 無 無 無 87.4 48.1 100 32.9 微 無 無 微 上中
2002 8.08 10.17 52 13.1 2.7 14.7 無 無 無 80.8 41.0 100 32.3 微 無 無 微 中上
2003 8.17 10.21 59 13.7 2.5 17.3 無 無 無 77.3 41.2 100 28.8 微 無 微 中 中中
2004 8.10 10.21 42 13.2 4.6 11.3 中 無 無 44.4 17.7 100 27.8 無 無 無 微 中上
2005 8.14 10.22 51 16.0 2.9 15.0 少 無 無 62.7 31.1 100 32.4 無 無 無 多 中下
平均 8.12 10.20 51 13.5 3.1 16.5 微 無 無 69.4 35.4 100 30.1 微 無 無 少 中上
平均＊ 8.12 10.20 52 13.7 3.0 16.3 無 無 無 77.1 40.8 100 31.9 微 無 無 少 中上
タマホマレ
　（比較）
1999 8.11 10.16 60 13.5 2.6 26.3 甚 無 無 52.0 22.1 85 18.7 微 微 微 無 中中
2000 8.08 10.26 59 13.6 2.8 17.2 無 無 無 88.0 43.0 101 29.4 中 無 微 少 中下
2001 8.08 10.28 61 14.1 3.8 20.9 微 微 無 88.3 45.8 95 28.3 少 無 微 微 中上
2002 8.07 10.21 62 14.0 2.4 17.4 無 無 無 92.1 46.4 113 29.1 少 無 無 少 中上
2003 8.16 10.23 69 14.2 2.8 18.2 微 無 無 71.9 33.2 81 24.2 少 無 無 微 中上
2004 8.10 10.27 51 14.8 4.7 11.5 多 無 無 39.6 11.2 63 24.6 少 無 微 微 中下
2005 8.13 10.31 59 13.4 3.2 16.7 少 無 無 59.2 26.5 85 25.7 微 無 無 少 中上
平均 8.10 10.25 60 13.9 3.2 18.3 少 無 無 70.2 32.6 92 25.7 少 無 微 微 中中
平均＊ 8.10 10.26 62 13.9 3.0 18.1 微 無 無 79.9 39.0 96 27.3 少 無 微 少 中上
フクユタカ
　（参考）
1999 8.19 10.23 61 14.8 4.9 19.3 甚 無 無 46.3 20.6 79 21.6 微 無 無 微 中上
2000 8.16 11.02 65 16.3 4.2 14.8 無 微 無 81.3 43.2 102 33.2 中 無 無 少 中上
2001 8.15 10.29 66 17.1 4.8 17.0 無 無 無 82.0 45.7 95 32.3 微 無 無 微 上下
2002 8.14 10.28 66 17.3 8.7 14.9 微 微 無 84.2 42.9 105 31.3 微 無 無 少 上下
2003 8.21 10.30 68 16.8 4.9 16.8 無 無 無 72.1 35.7 87 27.3 微 無 無 微 中上
2004 8.17 10.30 66 16.8 4.7 12.5 中 無 無 55.0 22.2 125 26.7 微 無 無 少 中上
2005 8.18 10.29 65 15.8 4.7 13.2 少 無 無 61.6 31.7 102 27.4 無 無 無 少 中上
平均 8.17 10.28 65 16.4 5.3 15.5 少 無 無 68.9 34.6 98 28.5 微 無 無 少 中上


























































（西暦）（月．日） （㎝） （本）（㎝） （㎏／ a） （％）（g）
ことゆたか 1999 7.25 10.04 41 13.6 5.5 17.8 中 微 無 45.6 15.4 70 21.9 微 微 中 微 中下
2000 7.22 10.18 48 14.5 6.5 14.0 無 無 無 75.1 30.2 72 31.6 微 無 無 微 中中
2001 7.20 10.12 51 15.2 7.7 17.9 無 無 無 71.6 30.3 91 24.8 微 無 無 微 中上
2002 7.26 10.20 52 15.7 5.6 11.1 無 無 無 83.1 29.4 73 30.0 少 無 無 多 中下
2003 7.23 10.09 50 15.0 5.9 12.3 無 無 無 62.6 28.1 98 16.5 無 無 無 微 中上
2004 7.24 10.07 52 15.7 6.9 14.3 中 無 無 55.5 14.5 71 21.5 無 無 無 無 上下
2005 7.23 10.11 49 15.0 7.1 14.7 無 無 無 65.8 28.7 90 25.9 無 無 微 微 中中
平均 7.23 10.12 49 15.0 6.5 14.6 微 無 無 65.6 25.2 81 24.6 微 無 微 微 中中
平均＊ 7.23 10.14 50 15.1 6.6 14.0 無 無 無 71.6 29.3 83 25.8 微 無 無 少 中中
サチユタカ
　（標準）
1999 7.25 10.07 39 12.4 6.3 16.7 中 微 無 53.2 21.9 100 24.4 微 無 微 微 中中
2000 7.19 10.15 43 13.5 8.3 13.1 無 無 無 87.0 42.1 100 33.9 微 無 無 中 中上
2001 7.19 10.12 43 13.2 7.6 14.3 無 無 無 72.9 33.3 100 28.4 微 無 無 微 上下
2002 7.23 10.12 44 14.3 5.7 11.5 無 微 無 87.6 40.1 100 30.7 微 無 無 中 中中
2003 7.21 10.17 44 13.4 5.6 12.8 無 無 無 62.1 28.6 100 30.3 微 無 無 中 中中
2004 7.21 10.09 40 13.6 7.8 13.0 中 無 無 57.0 20.4 100 24.4 無 無 無 微 中上
2005 7.23 10.12 47 13.8 6.0 14.6 微 無 無 67.1 31.9 100 28.4 無 無 微 微 中中
平均 7.22 10.12 43 13.5 6.8 13.7 微 無 無 69.6 31.2 100 28.6 微 無 無 少 中上
平均＊ 7.21 10.14 44 13.6 6.6 13.3 無 無 無 75.3 35.2 100 30.3 微 無 無 少 中上
タマホマレ
　（比較）
1999 7.20 10.06 35 12.4 4.9 11.6 多 無 無 37.5 14.9 68 19.7 微 微 少 微 中下
2000 7.18 10.19 52 14.1 6.6 13.1 無 無 無 85.3 38.1 90 29.3 中 無 無 少 中下
2001 7.17 10.14 49 13.4 7.4 14.2 無 無 無 75.1 35.3 106 25.9 微 無 無 微 中上
2002 7.20 10.24 53 15.0 4.7 15.0 無 無 無 81.7 28.8 72 28.6 中 無 無 少 中下
2003 7.18 10.13 48 13.8 5.6 10.1 無 無 無 58.5 25.8 90 25.0 微 無 無 微 中上
2004 7.21 10.12 51 14.4 6.1 14.4 中 無 無 60.3 19.8 97 22.0 微 無 微 少 中上
2005 7.20 10.16 55 15.1 5.9 14.2 少 無 無 71.9 32.6 102 24.9 微 無 微 微 中上
平均 7.19 10.15 49 14.0 5.9 13.2 微 無 無 67.2 27.9 89 25.1 少 無 微 少 中中
平均＊ 7.19 10.17 51 14.3 6.0 13.3 無 無 無 74.5 32.1 91 26.7 少 無 無 微 中中
フクユタカ
　（参考）
1999 8.05 10.12 75 18.9 5.4 27.9 甚 少 無 46.3 9.8 45 17.3 微 無 微 微 中下
2000 7.31 10.23 81 18.7 6.8 20.4 少 少 無 84.6 31.5 75 31.8 少 無 無 微 中中
2001 7.31 10.24 89 20.8 5.8 26.8 多 微 無 81.4 29.7 89 28.2 微 無 無 微 中上
2002 8.02 10.28 84 20.3 5.3 18.6 甚 少 無 85.2 24.7 62 31.3 中 無 無 中 中下
2003 8.06 10.28 83 19.2 6.9 24.4 少 中 無 73.5 26.6 93 25.3 微 無 無 少 中上
2004 8.02 10.29 88 20.9 6.3 18.3 中 無 無 68.3 22.2 109 25.8 微 無 微 中 中上
2005 8.04 10.25 89 19.7 6.8 19.9 中 無 無 80.1 31.7 99 27.0 無 無 微 中 中上
平均 8.03 10.24 84 19.8 6.2 22.3 中 微 無 74.2 25.2 81 26.7 微 無 無 少 中中
平均＊ 8.03 10.26 85 19.7 6.3 22.0 中 少 無 81.0 28.8 82 28.7 微 無 無 少 中中
注）平均＊は台風被害の大きかった1999および2004年の成績を除外して算出したものである。
　　播種期：６月４～10日，畦幅：70cm，株間：14cm，１株１本，「フクユタカ」は２区制，他の３品種は３区制



































































　品種名 2000 2001 2002 2003 2004 2005
平均
（2004除く）
ことゆたか 無 無 無 無 微 無 無 （無）
サチユタカ 無 無 無 無 多 中 微 （微）






















1999 0.0 0.0 極強 3.3 3.3 強
2001 35.0 8.8 強 17.9 17.9 強
2004 11.1 － 強 98.0 94.7 極弱
アヤヒカリ
（判別品種：極強）
1999 0.0 0.0 極強 0.0 0.0 強
2001 0.0 0.0 極強 0.0 0.0 極強
2004 － － － － － －
ふくせんなり
（判別品種：極強）
1999 15.0 10.0 強 0.0 0.0 極強
2001 5.0 1.3 強 3.0 2.6 強
2004 14.3 － 強 1.3 0.3 強
タチナガハ
（判別品種：強）
1999 0.0 0.0 極強 6.0 5.3 強
2001 45.0 11.3 強 0.0 0.0 極強
2004 11.1 － 強 49.2 33.2 中
Harosoy
（判別品種：中）
1999 55.0 15.0 強 73.0 53.0 弱
2001 25.0 6.3 強 57.0 40.8 中
2004 25.0 － 中 29.7 22.0 中
十勝長葉
（判別品種：弱）
1999 100.0 30.0 中 96.7 86.4 極弱
2001 100.0 27.5 中 86.3 69.1 弱







　　　　 Ａ系統 Ｂ系統 Ｃ系統 Ｄ系統
　　　　アヤヒカリ Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ 
　　　　ふくせんなり Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ 
　　　　タチナガハ Ｒ Ｒ Ｓ Ｓ 
　　　　Harosoy Ｒ Ｓ Ｒ Ｒ 
　　　　十勝長葉 Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ 












ことゆたか 14 0 0 Ｒ
ヒュウガ 9 8 89 Ｓ 判別品種
アキヨシ 7 7 100 Ｓ 判別品種
アキセンゴク 12 0 0 Ｒ 判別品種






　品種名 Ａ系統 Ｂ系統 Ｃ系統
ことゆたか Ｒ Ｒ Ｓ
サチユタカ Ｒ Ｒ Ｓ
タマホマレ Ｒ Ｒ Ｓ
注）「サチユタカ」「タマホマレ」は過去の判定結果。
　　Ｒ：抵抗性，Ｓ：感受性








1999 3.2 3.9 3.6 強
2001 4.7 － 4.7 やや強
2004 3.5 10.6 7.1 やや強
赤莢（長野）
1999 0.8 0.6 0.7 強
2001 1.1 － 1.1 強
2004 0.4 1.1 0.7 強
スズユタカ
1999 11.4 8.8 10.1 中
2001 6.1 － 6.1 中
2004 15.6 10.0 12.8 中
エンレイ
1999 15.0 8.8 11.9 中
2001 6.5 － 6.5 中





判定 極強 強 やや強 中 やや弱 弱
1999年　発生粒率（％） ～0.8 0.8～6.5 6.5～10.1 10.1～（25.0）（25.0）～（40.0） （40.0）～
2001年　発生粒率（％） ～1.1 1.1～2.9 2.9～6.3  6.3～（10.0）（10.0）～（20.0） （20.0）～
2004年　発生粒率（％） ～0.7 0.7～5.2 5.2～16.6 16.6～（25.0）（25.0）～（40.0） （40.0）～










1999 100.0 1.89 74.8 中
2001 100.0 2.19 84.4 中
2004 97.3 2.37 92.0 やや弱
スズカリ
1999 99.0 1.69 63.2 やや強
2001 86.6 1.71 67.8 やや強
2004 97.5 2.21 76.9 やや強
ナンブシロメ
1999 100.0 1.94 77.5 弱
2001 100.0 2.67 101.4 弱
2004 100.0 2.75 103.3 弱
ワセスズナリ
1999 100.0 2.23 92.1 弱
2001 91.1 2.01 78.1 中


















2001 69 63 110 弱
2004 75 83 90 弱
Peking
2001 0 100 0 極強
2004 0 63 0 極強
PI88788
2001 25 100 25 極強
2004 25 75 33 強
ネマシラズ
2001 100 100 100 弱





























普通圃の差 判定 普通圃 線虫圃
ことゆたか 1999 0.3 強 128 105 82 74 中 65 中 中
ネマシラズ 1999 0.2 強 189 161 86 100 － － － －
エンレイ 1999 1.0 弱 219 99 45 58 弱 61 中 中










判　定１区 ２区 ３区 平均
ことゆたか 1998  98.3 100.0 100.0 99.4 弱 －
ヒゴムスメ 1998 100.0  91.7 100.0 97.2 弱 弱
Ｂｒａｇｇ 1998  36.7  25.0  31.7 31.1 やや強 やや強









判　定 既往の判　定１時間後 ２時間後 ３時間後 ４時間後
ことゆたか 2005 24.0 76.0 83.5 86.0 易 －
サチユタカ 2005 13.5 57.5 70.5 78.5 易 易
タマホマレ 2005  2.0 24.5 49.0 57.5 中 　中＊
アキシロメ 2005  7.0 34.5 49.0 60.5 中 中
注１）各品種とも200莢の３反復とし，温風乾燥処理は60℃で実施。標播栽培による莢を供試。
　２）＊印は当該形質の標準品種になっていることを示す（審査基準国際統一委託事業調査報告書（平成16年３月））。






































（g）6.7㎜未満 6.7～7.3㎜ 7.3～7.9㎜ 7.9～8.5㎜ 8.5～9.1㎜ 9.1㎜以上 7.3㎜以上 7.9㎜以上
ことゆたか
2004 1.8 40.6 50.6  7.0  0.0 0.0 57.6  7.0 21.5
2005 1.1  9.0 43.2 42.5  4.1 0.1 89.9 46.7 26.1
タマホマレ
2004 6.7 49.5 39.5  4.3  0.0 0.0 43.8  4.3 22.0
2005 2.0 23.6 62.3 11.9  0.1 0.0 74.4 12.0 25.7
サチユタカ
2004 0.3 21.1 61.7 16.6  0.3 0.0 78.7 16.9 24.4
2005 0.5  2.1 21.2 56.9 17.8 1.4 97.4 76.2 32.4
フクユタカ
2004 0.2 10.2 59.3 28.7  1.6 0.0 89.6 30.3 25.8











幅／長さ 厚さ／幅 粒形 既往の
評　価
ことゆたか
2004 7.74 7.67 5.95 0.99 0.78 扁球
－
2005 8.04 7.85 6.19 0.98 0.79 扁球
タマホマレ
2004 8.25 7.46 6.06 0.90 0.81 扁球
　球＊
2005 8.08 7.74 6.64 0.96 0.86 球
サチユタカ
2004 7.92 7.48 6.20 0.94 0.83 扁球
球
2005 8.75 8.29 7.08 0.95 0.85 球
フクユタカ
2004 8.42 7.89 6.41 0.94 0.81 扁球
　球＊
2005 8.44 7.88 6.68 0.93 0.85 球
注１）育成地産。普通畑。2004年度は早播栽培，2005年度は標播栽培。75粒の平均値。
　２）判定は「審査基準国際統一委託事業調査報告書（平成16年３月）」による。＊は粒形の標準品種になっていることを示す。
　　　球：幅 /長さ比0.85以上で，厚さ /幅比0.85以上，扁球：幅 /長さ比0.85以上で，厚さ /幅比0.84以下。





1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 平均 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 平均
ことゆたか 43.6 43.0 43.1 44.3 44.5 47.0 45.6 44.4 21.5 21.2 20.7 20.6 21.0 19.7 20.8 20.8
タマホマレ 37.6 39.1 40.6 41.9 42.5 44.1 42.1 41.1 24.2 23.7 21.7 20.7 21.3 20.2 21.3 21.9
サチユタカ 44.3 44.2 45.5 45.2 46.7 47.8 46.0 45.7 21.2 20.8 19.8 20.0 20.0 19.6 20.7 20.4
フクユタカ 46.2 43.0 43.6 44.3 44.7 43.4 42.8 44.0 18.9 22.4 21.9 19.8 19.9 22.3 22.8 21.1






1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 平均 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 平均
ことゆたか 46.0 41.7 43.5 43.6 43.5 43.9 45.1 43.9 19.7 21.3 20.7 21.0 20.1 21.1 21.0 20.7
タマホマレ 40.8 38.1 40.0 38.5 39.6 42.9 42.3 40.3 22.4 24.1 21.8 21.8 20.9 20.9 21.5 21.9
サチユタカ 45.9 43.5 45.0 45.0 46.0 47.5 46.9 45.7 19.3 20.9 19.8 20.3 18.9 19.8 20.3 19.9
フクユタカ 45.3 42.5 43.6 42.2 41.7 42.8 43.0 43.0 21.0 21.7 21.5 21.9 21.6 22.1 22.5 21.8






0.20％ 0.25％ 0.30％ 0.35％ 0.40％ 0.45％ 0.50％
試験A
ことゆたか 2005 17.5 40.7 55.2 68.4 77.7 81.9 85.9
フクユタカ 2005 24.4 49.3 62.3 67.9 76.7 76.0 74.6
試験 B
ことゆたか 2005 24.7 49.0 63.0 74.1 86.2 91.0 95.0










収量（g） 固形分（％） pH 　L＊ 　a＊ 　b＊
ことゆたか 1998 255.9 49.7 6.55 85.5 89.5 ‒2.8 12.1
フクユタカ 1998 259.9 50.2 6.59 67.5 91.2 ‒3.0 11.8













0.20％ 0.25％ 0.30％ 0.35％ 0.40％ 0.45％ 0.50％
滋賀県農技
センター
九州136号 2005 24.8 51.8 70.4 85.5 99.8 106.9 108.3
タマホマレ 2005 14.8 35.1 47.6 56.2 59.8 63.9 63.7
滋賀県現地
圃場A
九州136号 2005 23.5 50.6 67.8 80.8 88.9 93.3 93.3
タマホマレ 2005 15.7 34.2 42.8 54.7 60.3 62.2 63.5
滋賀県現地
圃場B
九州136号 2005 24.1 47.5 64.8 76.2 86.0 94.8 97.1



















2000 30.1 6.4 35.9 17.7 5.2 －
2001 31.0 8.5 35.5 18.0 5.6 －
2003 22.6 6.1 36.2 18.9 6.1 32.7
2004 24.4 7.3 35.6 17.7 5.6 33.8
平均 27.0 7.1 35.8 18.1 5.6 33.3
フクユタカ
（標準）
2000 33.9 7.7 35.6 18.3 5.1 －
2001 35.6 7.3 35.6 18.3 5.6 －
2003 33.4 8.0 37.7 16.3 5.7 32.3
2004 30.1 6.5 34.8 18.8 5.9 34.0















2000 80.3 9.6 4.9 89.5 77.7 －1.0 10.5
2001 77.8 9.7 4.6 16.1 78.4 －1.3 11.4
2003 77.5 9.7 4.7 60.5 77.5 －1.1 13.1
2004 77.3 9.6 4.8 32.8 76.5 －0.9 12.9
平均 78.2 9.7 4.7 49.7 77.5 －1.1 12.0
フクユタカ
（標準）
2000 80.5 10.0 5.6 36.0 78.8 －1.5 11.1
2001 80.7 9.8 4.6 16.2 79.2 －1.6 11.5
2003 79.8 9.9 5.0 14.0 78.3 －1.8 12.7
2004 79.7 9.8 4.6 17.1 78.5 －1.4 12.0

















2000 103 5.99 87 6.23 60 6.54
2001 78 5.96 80 6.21 71 6.46
2003 92 6.02 89 6.48 48 6.50
2004 78 6.02 83 6.27 50 6.51
平均 88 6.00 85 6.30 57 6.50
フクユタカ
（標準）
2000 101 5.97 103 6.14 69 6.53
2001 102 5.97 98 6.18 77 6.44
2003 86 6.02 109 6.18 64 6.43
2004 78 6.08 74 6.30 54 6.55








































































































ことゆたか 2004 78.3 9.8 4.5 19.4 76.4 －1.1 14.1


















ことゆたか 2004 23.8 7.6 36.7 16.6 5.8 33.3












ことゆたか 2004 61 6.02 80 6.15 45 6.48

























































































　種類 豆乳濃度（Brix） 凝固剤 作業性
官能評価
色 外観 味 食感 堅さ 総合評価 コメント
木綿豆腐 12.9 塩化マグネシウム 保水性高く，形成時間がやや長い ５ ４ ４ ５ ４ 4.4
適でフクユタカに
酷似
絹豆腐Ａ 13.5 塩化マグネシウム 良好 ５ ４ ５ ４ ５ 4.6 良好
絹豆腐Ｂ 12.8 硫酸カルシウム 良好 ５ ５ ３ ４ ４ 4.2 堅さ不足，成型がやや不良
注１）原料：滋賀県農業技術振興センターの2003年産「ことゆたか」。90kg で豆腐加工試験を実施。
　２）官能評価はＴ社従業員10名で実施。１（不良）～３（並）～５（良）　の５段階評価。




色調 香り 味 組成 概評
良い（人数） 24 10 12 12
好適同じ（人数） 7 18 18 19











百粒重 100ml 重 発芽率 大豆の色調 重量増加比（倍） 蒸煮大豆 蒸煮大豆の色調
（ｇ） （％） （％） Ｙ（％） ｘ ｙ 浸潰後 蒸煮後 水分（％）硬さ（ｇ） Ｙ（％） ｘ ｙ
ことゆたか 2002 29.7 75.0 95 77.61 0.351 0.361 2.26 2.04 57.7 533 35.64 0.390 0.382
トヨコマチ
（淡色系標準） 2002 37.3 74.4 83 75.06 0.355 0.366 2.30 2.08 59.8 557 35.57 0.389 0.383
エンレイ







色調 香り 味 組成 概評
良い（人数） 26 10 10 10
好適同じ（人数） 5 18 19 20








試験年次 百粒重 発芽率 重量増加比（倍） 蒸煮大豆 蒸煮大豆の色調
（西暦） （ｇ） （％） 浸潰後 蒸煮後 水分（％）硬さ（ｇ） Ｙ（％） ｘ ｙ
ことゆたか 2003 24.2 97 2.28 2.09 62.2 602 32.06 0.396 0.388
トヨコマチ
（淡色系標準） 2003 27.5 98 2.45 2.24 63.0 607 35.31 0.386 0.382
エンレイ










ことゆたか 可 適 淡色系では蒸煮大豆の色調が不良で皮が残る
トヨコマチ
（淡色系標準） 適 ― ―
エンレイ




































 項目 ０ ２ ４ ６ ８ 10 13 16 20
ことゆたか
菌付き ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ △ ×
糸引き ○ ○ ○ ◎ ○ △ △ ▲ ×
香り ○ ○ ○ ○ △ △ △ × ×
硬さ ○ ○ ○ ◎ ○ △ △ ▲ ×
味 ○ ○ ○ ◎ ○ △ ▲ × ×
ナカセンナリ
（標準）
菌付き ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ △ ×
糸引き ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ ×
香り ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ △ × ×
硬さ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ △ ▲ ×







０ ２ ４ ６ ８ 10 13 16 20
ことゆたか 0.0733 0.1000 0.0832 0.1511 0.1301 0.1557 0.1284 0.1448 0.1477
ナカセンナリ

















































2001 2002 2003 2004 2005 平均 2001 2002 2003 2004 2005 平均
ことゆたか 45.2 45.8 44.7 46.6 46.1 45.7 19.6 20.0 20.1 19.6 19.6 19.8






















































（西暦）（月．日） （㎝） （本）（㎝） （㎏／ａ） （％）（ｇ）
ことゆたか
1999 8.06 10.29 53 14.6 4.0 7.7 無 無 56.3 31.2 103 29.1 無 微 微 微 中上
2000 8.06 10.26 69 16.0 4.7 13.0 無 微 80.5 41.9 98 35.5 微 無 無 微 中上
2001 8.04 10.29 69 16.6 6.9 14.1 無 無 77.9 40.1 101 33.1 無 無 無 無 中上
2002 8.06 10.31 66 16.3 4.1 14.7 無 無 77.8 42.7 93 32.0 無 無 微 微 上下
2003 8.06 10.22 57 16.3 4.8 7.0 無 無 71.0 37.0 98 30.7 無 無 無 無 上中
2004 8.04 10.19 81 16.2 4.0 12.7 無 無 49.1 19.3 83 27.0 無 無 微 無 中上
2005 7.31 10.20 63 14.5 4.6 13.1 無 無 71.9 34.4 94 30.0 無 無 無 無 中上
平均 8.06 10.25 65 15.8 4.7 11.8 無 無 69.2 35.2 96 31.1 無 無 無 無 中上
タマホマレ
　（標準）
1999 8.02 11.04 54 14.3 4.2 6.4 無 無 56.1 30.3 100 25.5 少 無 無 無 中上
2000 7.29 11.03 81 16.2 4.2 13.3 中 微 83.3 42.8 100 31.0 微 無 無 微 中中
2001 7.31 11.02 64 15.5 4.7 11.5 微 無 71.5 39.6 100 32.5 無 無 無 無 上下
2002 8.03 11.05 65 15.8 4.8 14.5 無 無 83.0 45.7 100 30.1 微 無 無 微 上下
2003 8.03 10.30 51 15.8 4.9 4.1 微 無 69.3 37.9 100 29.2 無 無 無 無 上下
2004 7.31 10.28 80 16.2 3.7 10.1 無 微 55.8 23.2 100 25.8 無 無 無 無 中上
2005 7.26 10.29 58 14.0 5.4 8.2 無 無 72.6 36.7 100 29.5 無 無 無 無 中上
平均 7.31 11.02 65 15.4 4.6 9.7 微 無 70.2 36.6 100 29.1 微 無 無 無 中上
注）播種期：６月14～19日，畦幅：70cm，株間：10cm，１株２本，２または３区制





















































（西暦）（月．日） （㎝） （本）（㎝） （㎏／ａ） （％）（ｇ）
ことゆたか
2002 8.07 10.30 54 16.7 5.7 11.4 無 無 75.7 43.6 91 32.7 微 無 微 微 上下
2003 8.06 10.24 50 16.7 7.0 4.7 微 無 70.7 37.4 96 32.1 微 無 無 無 上中
平均 8.07 10.27 52 16.7 6.4 8.1 微 無 73.2 40.5 93 32.4 微 無 微 微 上中
タマホマレ
　（標準）
2002 8.02 11.04 55 16.3 6.8 12.5 無 無 83.5 47.7 100 30.1 無 無 無 微 上下
2003 8.03 10.29 39 16.3 6.1 2.4 微 無 67.7 39.0 100 28.7 無 無 無 無 上下
平均 8.03 11.01 47 16.3 6.5 7.5 微 無 75.6 43.4 100 29.4 無 無 無 微 上下
オオツル
　（比較）
2002 8.02 10.24 61 15.6 8.5 12.1 無 微 74.9 43.0 90 40.0 無 無 無 微 上下
2003 8.03 10.16 58 15.6 9.0 5.3 少 微 67.5 38.0 97 35.2 無 無 微 無 上下
平均 8.03 10.20 60 15.6 8.8 8.7 微 微 71.2 40.5 93 37.6 無 無 微 微 上下
サチユタカ
　（参考）
2002 8.05 10.31 47 15.4 7.0 9.8 無 無 78.8 44.6 94 34.3 無 無 微 微 上下
2003 8.09 10.31 42 15.4 7.0 3.5 無 無 71.7 37.7 99 35.3 無 無 無 微 上下






０－10㎝ 10－20㎝ 20－30㎝ 30－40㎝ 40－50㎝ 50－60㎝ 60㎝－
ことゆたか 0.0 5.0 22.2 21.7 27.8 15.5 7.8





















































（西暦）（月．日） （㎝） （本）（㎝） （㎏／ａ） （％）（ｇ）
ことゆたか
2004 8.15 10.21 54 14.0 3.1 9.0 無 無 39.1 19.4 99 24.5 無 無 無 無 中上
2005 8.14 10.25 61 14.0 4.3 9.4 無 無 58.2 29.0 85 29.0 無 無 無 無 中上
平均 8.15 10.23 58 14.0 3.7 9.2 無 無 48.7 24.2 90 26.8 無 無 無 無 中上
タマホマレ
　（標準）
2004 8.14 10.28 56 14.1 4.4 9.9 無 無 41.3 19.5 100 22.4 無 無 無 無 中上
2005 8.12 10.30 63 14.7 4.9 10.3 少 微 63.4 34.1 100 27.5 無 無 無 無 中上
平均 8.13 10.29 60 14.4 4.7 10.1 微 微 52.4 26.8 100 25.0 無 無 無 無 中上
オオツル　　　
　（比較）
2004 8.13 10.19 56 12.7 4.5 10.4 無 無 38.6 18.5 95 29.6 無 無 微 無 中上
2005 8.12 10.18 64 12.9 5.4 8.5 少 微 52.8 27.1 79 34.1 無 無 微 無 中上
平均 8.13 10.19 60 12.8 5.0 9.5 微 微 45.7 22.8 85 31.9 無 無 微 無 中上
注）2004年：播種期：７月７日，畦幅：70cm，株間：10cm，１株１本，３区制
　　2005年：播種期：７月６日，畦幅：70cm，株間：10cm，１株１本，２区制





















































（西暦）（月．日） （㎝） （本）（㎝） （㎏／ａ） （％）（ｇ）
ことゆたか
2004 8.04 10.21 69 15.6 4.0 11.0 無 無 49.4 22.6 88 28.1 無 無 微 無 中上
2005 8.08 10.24 54 14.3 4.6 12.8 無 無 65.8 35.0 88 32.5 無 無 無 無 中上
平均 8.06 10.23 62 15.0 4.3 11.9 無 無 57.6 28.8 88 30.3 無 無 微 無 中上
タマホマレ
　（標準）
2004 7.31 10.29 75 16.6 5.1 14.2 微 無 55.2 25.6 100 25.2 微 無 無 無 中上
2005 8.05 11.03 50 13.3 5.4 10.4 微 無 70.0 39.9 100 31.2 微 無 無 無 中上






















































（西暦）（月．日） （㎝） （本）（㎝） （㎏／ａ） （％）（ｇ）
ことゆたか
2004 8.05 10.26 66 16.1 4.0 15.1 微 無 61.1 28.2 103 31.5 無 無 微 無 中上
2005 8.01 10.23 55 14.1 4.5 9.9 無 無 75.1 43.6 96 34.4 無 無 無 無 上下
平均 8.03 10.25 61 15.1 4.3 12.5 微 無 68.1 35.9 99 33.0 無 無 微 無 中上
タマホマレ
　（標準）
2004 8.01 11.02 70 15.9 3.6 11.2 微 無 56.5 27.3 100 28.0 微 無 無 無 中上
2005 7.28 11.03 50 14.1 4.4 11.4 無 無 76.5 45.4 100 32.9 無 無 無 微 上下
















































（西暦）（月．日） （㎝） （本）（㎝） （㎏／ａ） （％）（ｇ）（％）
ことゆたか 浅耕うね立て
2003 ― 10.28 63 14.1 3.4 10.8 無 極微 74.8 38.5 102 28.2 44.5 上中
2004 8.08 10.23 78 16.3 5.1 10.1 極微 微 55.0 26.0 112 28.1 45.2 中上
2005 7.30 10.24 50 13.7 5.8 7.5 無 無 78.7 43.4 118 34.6 45.7 上下




2003 8.03 10.30 51 13.7 4.9 4.1 極微 極微 69.3 37.9 100 29.2 41.3 上下
2004 7.31 10.28 80 16.2 3.7 10.1 無 微 55.8 23.2 100 25.8 42.3 中上
2005 7.26 10.29 58 14.0 5.4 8.2 無 無 72.6 36.7 100 29.5 42.5 中上






































農試 △ 45（標） フクユタカ
三瀬 ♢ 228（標） タマホマレ
福岡 豊前 × 63（標） フクユタカ
愛媛 農試 ○ 98（標） ○ 124（標） ♢ 83（標） ○ 92（標） △ 67（標） タマホマレ






○ 86（標） 84（標） 102（標） × 36（標）













106（晩） 103（晩） 103（晩） サチユタカ（Ｈ13から）





島根 農試 △ 57（標） × 65（標）サチユタカ
鳥取 農試 ○ 101（標） ◎ 109（標） ○ 89（標） ○ 100（標） △ 69（標） ♢ 88（標） ♢ 100（標）タマホマレ
広島





北部 ○ 130（標） △ 68（標）トヨシロメ
現地１ ♢ 109（現） サチユタカ





農技セ △ 92（標） △ 102（標） ♢ 70（標） △ 90（標）サチユタカ
北部 ♢ 125（標） ♢ 108（標） タマホマレ
奈良







現地１ 89（現） 95（現） サチユタカ










































































91（疎） 96（疎） 99（晩） 85（晩）
現地１ 103（標） 96（標）タマホマレ
現地２ 88（標） 88（標）タマホマレ
京都 農研 ♢ 100（標） ♢ 89（標）タマホマレ
和歌山 農試 ○ 99（標）タマホマレ
三重









伊賀 △ 94（標） × 103（標） ♢ 107（標） ♢ 100（標）タマホマレ
愛知 総農試 ♢ 90（標） △ 116（標）フクユタカ
岐阜 農技研 △ 103（標） ♢ 112（標） × 102（標）
アキシロメ（Ｈ11）
つやほまれ（Ｈ16から）
静岡 農試 ♢ 88（標） △ 98（標）フクユタカ
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73中澤ら：ダイズ新品種「ことゆたか」の育成
New Soybean Cultivar “Kotoyutaka”
Yoshinori Nakazawa, Ryoichi Matsunaga, Shinji Sakai1）, Kazunori Igita2）
Masakazu Takahashi, Kunihiko Komatsu3）  and Makita Hajika4）
　“Kotoyutaka” was developed at the National Agricultural Research Center for Kyushu 
and Okinawa Region from 1988, and was registered as “Soybean Norin 132” in 2006.  This 
variety was selected from the progeny derived from a cross between “Enrei” and “Kyushu 
96”.  “Kotoyutaka” is a medium maturing variety with determinate growth, broad leaﬂ ets, 
purple ﬂ owers, and light tawny pubescence.  Its pods are brown at maturity. The cultivar 
has a short stem and exhibits resistance to lodging.  The seeds are spheroidal, whitish 
yellow with yellow hila, and medium in size （28.7g/100 seed weight）.
　“Kotoyutaka” is mildly resistant to purple seed stain and has medium resistance to 
soybean mosaic virus （SMV）.  “Kotoyutaka” is resistant to the A2 strain of SMV, while 
“Sachiyutaka” is susceptible to the strain.  The cultivar is susceptible to soybean cyst 
nematode （SCN） and arenaria nematode （Meloidogyne arenaria）.  The seed yield is lower 
than that of “Sachiyutaka” and “Tamahomare”, and the seed appearance is similar to that 
of “Sachiyutaka” and “Tamahomare”.  Seed protein content of “Kotoyutaka” is about 2% 
lower than that of “Sachiyutaka”, and 3% higher than that of “Tamahomare”.
　“Kotoyutaka” is as suitable for tofu processing as “Sachiyutaka”.  “Kotoyutaka” was 
chosen as an officially appointed soybean variety in place of “Tamahomare” by Shiga 
Prefecture in 2007.
Key words: soybean, tofu processing, lodging resistance, A2 strain resistance, high 
protein content.
Summary
Crop and Agribusiness Research Division, NARO Kyushu Okinawa Agricultural Research Center, 2421 Suya, Koshi, 
Kumamoto 861-1192,Japan.
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2) Retired,Japan International Research Center for Agricultural Sciences
3) NARO Hokkaido Agricultural Research Center 
4) National Institute of Crop Science
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